令和7年度心の駅沼本町ホーム　地域連携推進会議議事録

【　開催日時　】
令和8年2月5日(木)　11時00分～12時20分

【　参加者　】
利用者：S様
利用者ご家族：S様、M様
地域の関係者：S様、S様
福祉、経営に知見のある方：K様・T様(相談支援事業所、訪問看護ステーション)、M様(共同生活援助事業所)

【　会議内容　】
1. 事業所説明
福祉事業や公益事業を通じて、利用者様の幸せ、職員の幸せの実現を法人理念に運営している。心の駅は小倉北区、八幡東区、小倉南区にて5事業所があり、また沼本町ホームは同じ建物内にて、無料低額宿泊所・日常生活支援住居施設も併設している。職員は有資格者が多く配属されており、支援の質の向上に努めている。利用されている方の多くは、精神もしくは知的障がいの方が多く、また年齢層は幅広いが、40代～50代の方がやや多い状況となっている。利用されている方の多くが就労継続支援B型へ通所されている。利用年数も長く利用されている方も多くおられる。

2. 議題
1 利用者と地域の関係づくり、地域の人への施設等や利用者に対する理解の促進
・知的障害のある方と精神障害のある方が一緒に暮らす中でトラブルが起こるなどの困りごとや苦労はないか？(共同生活援助事業所M様)
➡お互いに理解できていない状態からトラブルに発展していることがほとんどであるため、それぞれに説明と振り返りを行いながら相互理解を深めていく関わりをしている。(心の駅職員)
・ホームへの苦情、要望等はありますか？また、今後実施予定の地域行事等はありますか？(心の駅職員)
➡地域行事は以前お祭りなど行っていたが、今は特には行っていないため、年に5回の公園の掃除に参加してもらえると助かる。要望等も特にない。(地域の関係者S様)

2 サービスの透明性の確保
状況)
・利用者の日常生活の様子について聞きたいことやご意見などありますか？(心の駅職員)
➡金銭管理が苦手だったが、入居してから徐々にどのように金銭管理すれば良いか分かってきていて助かっている、今は自己管理できるようになってきている。(利用者家族S様)
・将来介護が必要となった際はどうすれば良いでしょうか。介護の受け入れ先があると安心。(利用者家族M様)
➡事業所で対応可能な介助等は行いますが、事業所でも対応が難しい介護が必要となれば、介護事業所等へのつなぎを行っています。(心の駅職員)
・BCPとは災害や感染症等が発生した際も、必要な支援を継続する業務計画です。心の駅は複数事業所が点在しているが、事業所間でも協力をしつつ、業務継続に取り組んで参ります。(心の駅職員)
・経営等の意見はないが、今後も連携を行い、支援を行っていきたい。(相談支援事業所、訪問看護事業所K様、T様)

3 　利用者の権利擁護
・特に職員、事業所に対して意見や要望等は特にないです。(利用者S様)
・虐待の報告は上がっていない。もしも虐待が疑われることがあればスタッフへ伝えていただくか、行政への通報をしていただくようにお願いします。(心の駅職員)
